
全国土木の健康経営 
 
 

健 康 宣 言 
 
 

 

 

 

当組合は、国民健康保険事業に従事する保険者として、土木建築業に携わる従業員やその家

族の方に直接働きかけるとともに、加入事業所の健康経営に向けた取組みを積極的に支援し、

また、良質な医療サービスを提供するなど、被保険者の皆様の健康の保持増進に役立つ支援を

役職員一丸となって取り組んでおります。これらの保険者としてのサービスを効果的に提供す

るうえでは、役職員一人ひとりが身体的、精神的にも健康であり、働きがいを感じられる職場

であることが重要です。 

そのために、役職員の心身の健康管理のほか、健康意識を高めるための教育や健康的な生活

習慣の定着などの取組みを率先して行うとともに、働きやすい環境の整備を進め、一人ひとり

が健康で活躍できる職場づくりの実現を目指してまいります。 

 

全国土木建築国民健康保険組合 

最高健康経営責任者 栄 畑 潤 

  
 

１ 推進体制 
最⾼健康経営責任者である理事⻑のもと、健康経営推進本部を設置するとともに、施設ごとに「健康経営推

進者」及び「ヘルスアップチャレンジ委員会」を設置し、施設ごとの健康課題に応じた職員の健康づくりや職
場環境の整備に資する取組みを推進していきます。 

また、健康支援室との連携により、保健指導、栄養教育、メンタルヘルス対策等の職員の健康保持増進を図
るための施策を展開するほか、コラボヘルス等を活用した健康課題の分析及び目標設定を行い、課題改善に向
け実行可能な取組みを推進していきます。 

 

被保険者の健康の保持増進をサポートするため、 

役職員が健康でありつづける 
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２ 健康に関するデータ 
 （１）健康診断受診率及びストレスチェック受検率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健 康 経 営 推 進 本 部 

本 部 ⻑：理事⻑ 

副本部⻑：専務理事、常務理事 

本 部 員：管理本部⻑、事業本部⻑、企画部⻑、総務部⻑、経理部⻑、適用第⼀部⻑、適用第⼆部⻑ 

給付第⼀部⻑、給付第⼆部⻑、保健事業部⻑、厚⽣中央病院事務部⻑、 

中部健康管理センター事務⻑、関⻄健康管理センター事務⻑、産業医、産業保健師、 

本部のヘルスアップチャレンジ委員⻑ 

 

施 設 名 健 康 経 営 推 進 者 
ヘルスアップチャレンジ

委員会の設置 

本部事務所 総務部⻑ ○ 

厚⽣中央病院 厚⽣中央病院⻑ ○ 

中部健康管理センター 中部健康管理センター所⻑ ○ 

関⻄健康管理センター 関⻄健康管理センター所⻑ ○ 

▪事業主の実施義務である定期健康診断の受診率は、
100％を維持しています。 

  また、法令で定める検査項目以上の内容を実施して
います。 

▪毎年約９０％の受検率です。ストレスチェックの結
果をセルフケアに活用する⼀方で、集団分析で課題
が把握された職場については、専門家のアドバイス
等も活用して効果的な取組みを進めています。 
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④歩行又は身体活動
（日常⽣活で歩行等の身体活動を1日60分以上

実施していないと答えた人の割合）
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③20歳からの体重増加
（20歳から体重が10㎏以上増加したと答えた人の割合）
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②飲酒習慣
（毎日飲むと答えた方人の割合）
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（タバコを吸うと答えた人の割合）
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⑧睡眠
（睡眠で休養が十分とれていないと答えた人の割合）
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⑦朝食抜き
（朝食を抜くことが週3回以上あると答えた人の割合）
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⑤30分以上の運動習慣
（1回30分以上の軽く汗をかく運動を週2日以上
かつ1年以上実施していないと答えた人の割合）
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⑥就寝直前の夕食
（就寝直前の夕食を摂ることが週3回以上

あると答えた人の割合）

（２）職員の⽣活習慣に関するデータ（全体） 

▪職員の⽣活習慣について、健診時に実施している⽣活習慣の問診結果５年分の推移を見比べてみました。 
この結果は、40 歳未満を含めた職員のデータ（30 歳未満の⼀部データを除く。）を使用しています。 

  個々の⽣活習慣の状況をみると、「➄30 分以上の運動習慣」については、前年度より改善しています。⼀方で、「⑥
就寝直前の夕食」は 5.9 ポイント、「➆朝食抜き」は 3.7 ポイント、「⑧睡眠」は 2.4 ポイント前年度より悪化傾向に
あります。この理由として、⽣活や勤務形態などがコロナ禍以前に戻りつつありますが、睡眠や食⽣活の改善につな
がらなかったと考えられます。また、遅い夕食が増えることで、朝食を抜くことも増えたと推測しています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３ 健康課題 
（１）施設別にみた健康課題 

当組合は、保険者組織（事務職等）と病院組織（医療職や事務職等）という様々な職種や勤務形態が混在しており、施

設によって健康課題が異なると考えられます。 

2020、2021、2022 年度の⽣活習慣の問診結果について法人全体と比較して、施設別に健康課題を分析しました。 

（※グラフ 緑色：2020 年度、⻘色：2021 年度、⻩色：2022 年度） 
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④歩行又は身体活動
（日常⽣活で歩行等の身体活動を1日60分以上
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⑥就寝直前の夕食
（就寝直前の夕食を摂ることが週3回以上

あると答えた人の割合）

▪法人全体として、「運動習慣がない」人の割合が⾼い

状況が続いています。 

▪事務所、中部健康管理センターは、「歩行等の身体活動

を１日 60 分以上実施していない」人の割合が⾼い状

況です。 

▪厚⽣中央病院は、「就寝直前の夕食を摂ることが週

3 回以上ある」人の割合が⾼い状況です。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
（２）性別・年代別にみた健康課題  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▪睡眠について性別・年代別に見比べると、「睡眠による休養が十分とれていない」人の割合は、男性で
は、40 歳代、50 歳代、女性では 50 歳代の層が⾼い状況にあります。 

▪経年的にみると、若年層は増加傾向にあります。 
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（睡眠で休養が十分とれていないと答えた人の割合）

▪中部健康管理センターは、「睡眠で休養が十分とれ

ていない」人の割合が⾼い状況です。 

 また、法人全体としても増加しています。 

▪事務所、厚⽣中央病院は「朝食を抜くことが週３

回以上ある」人の割合が増加しています。 

⑧睡眠 



 

（３）健康意識とコミュニケーションの課題 

 
 

 

４ 健康経営の取組みに関する理解度 
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ウォーキングイベント「歩活」参加人数 ▪健康推進アプリ kencom の登録を促進し、年２回開催

されるウォーキングイベント「歩活」への参加を推奨

し、コミュニケーションの促進も併せて行っています。 

▪参加者数が減少傾向にあり、いかに「歩活」などのイベ

ントに参加してもらうかが課題となっています。 

▪健康経営の取組みに関するアンケートでは、「理解している」と回答した職員は令和３年度と比べて令和４年度は

４ポイント増加しています。 

▪「理解している」と回答した職員は 3 割のため、引き続き、健康経営の取組みに関する理解度を⾼めてもらうこと

が課題となっています。 

Ｒ４年度 



５ 健康経営の取組みに関する指標（観察指標） 
 

項  目 評 価 指 標 
 実  績 

単位 2018 2019 2020 2021 2022 

１ ワークライフバランスの推進 
超過勤務の削減 1 人あたり超勤時間 時間 89※ 122  85  80  98 

年休取得率の向上 年休取得率 ％ 74. 0 71.0 55.4 75.8 70.6 

２ 健康増進・生活習慣病予防 
対策 

健康診断の実施 事業主健診実施率 ％ 100 100 100 100 100 

精密検査受診率の向上 精密検査受診率 ％ 94.6 90 84.1 92.9 70.7 

保健指導実施率の向上 
事後指導実施率 ％ 100 100 100 100 55 

特定保健指導利用率 ％ 46.3 50.2 40.9 31.7 41.2 

運動習慣の定着 １日 60 分以上の歩行 
・身体活動実施割合 ％ 46.3 50.3 46.3 45.7 46.4 

食⽣活の改善 週 3 日以上朝食欠食者率 ％ 14.9 18.2 19.8 19.4 23.1 

３ 喫煙対策 喫煙率の削減 喫煙率 ％ 12.4 9.9 8.4 7.5 8.2 

４ メンタルヘルス対策 睡眠充足度の向上 睡眠による休養充足率 ％ 58.5 60.5 68.4 65.4 63.0 

５ 職場の活性化 職員間のコミュニケーションの促進 みんなで歩活参加率 ％ 28.9 28.4 28.3 29.6 27.6 

６ ヘルスリテラシーの向上 健康意識の向上 kencom 登録率 ％ 37.4 38.6 39.3 38.7 39.2 

７ パフォーマンス 

アブセンティーイズム ※１ 日 ― ― ― ― 3.6 

プレゼンティーイズム ※２ ％ ― ― ― 80 74 

ワークエンゲージメント 
※３ 点 ― ― ― ― 2.3 

※４ 点 ― ― ― ― 2.8 

８ 感染症予防対策 予防接種の接種率の向上 ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種の接種率 ％ 80.3 82.2 78.6 83.6 84.8 
９ 家族の健康増進・生活習慣病

予防対策 特定健康診査受診率の向上 特定健康診査受診率 ％ 40.8 37.3 31.3 41.8 43.6 

※2018 年の実績には、厚⽣中央病院職員の時間が含まれていません。 
※１ 傷病を理由とした欠勤・休職・傷病特別休暇を取得した全従業員の平均日数です。 
※２ 職員アンケートの「病気やケガが無い時に発揮できる仕事の出来事を 100％として、過去 4 週間の自身の仕事を評価してください」という問に対する回 

答の平均値です。 
※３ 職員アンケートの「仕事をしていると活力がみなぎるように感じますか」という問に対する回答（そうだ＝４点、まあそうだ＝３点、ややちがう＝２点、 

ちがう＝１点）の平均値です。 
※４ 職員アンケートの「あなたの仕事に誇りを感じますか」という問に対する回答（そうだ＝４点、まあそうだ＝３点、ややちがう＝２点、ちがう＝１点）の

平均値です。 
 

６ 対外的な評価等 
  

▪健康経営優良法人         

 

 

 

 

・2018 年 健康経営優良法人（大規模部門）ホワイト 500 
・2019 年 健康経営優良法人（大規模部門）ホワイト 500 
・2020 年 健康経営優良法人（大規模部門） 
・2021 年 健康経営優良法人（大規模部門）ホワイト 500 
・2022 年 健康経営優良法人（大規模部門）ホワイト 500 
・2023 年 健康経営優良法人（大規模部門） 



 

 

▪子育てサポート企業【くるみん】 
・２０１６年取得 

 

 

 

 

 

 

 

   ▪がん対策推進企業アクション 推進パートナー企業 登録証 

   
 

 

▪仕事と介護を両立できる職場環境【トモニン】 
・２０２２年取得 
 

   
 

・2017 年登録 

・2021 年度はがん検診の啓発に向けた小冊子「がん検診のススメ」

を全職員に配布しました。 

・毎月２回がん対策等に関する情報提供をしています。 

・全国土木建築国⺠健康保険組合による女性のがん検診（乳がん検

診、子宮頸がん検診）の補助金制度について職員にアナウンスして

います。 


